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平
素
よ
り
久
美
浜
中
学
校
同
窓
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
42
年
度
・
第
19
期
生
の
小

西
康
徳
と
申
し
ま
す
。
前
清
水
会
長
様
が

6
年
間
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
伝
統
を
引

継
ぎ
発
展
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
使
命
を

い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

「
現
役
生
の
た
め
に
わ
た
し
た
ち
同
窓

生
は
何
が
で
き
る
か
」「
会
員
相
互
の
親

睦
を
ど
う
図
る
か
」
を
目
的
に
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
、
知
恵
を
出
し
合
い
充
実
し
た
活

動
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
す
る
た

め
に
は
、
相
互
の
理
解
を
深
め
、
帰
属
意

識
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
「
情
報
」
の
発
信
と

共
有
、
参
加
し
や
す
い
「
環
境
」
の
整
備

が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
に
同
窓
会
員
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
の

展
開
と
母
校
の
現
況
も
今
ま
で
以
上
に
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
紙
一
枚
は
薄
い
が
、
重
な
れ
ば
本
に

な
る
：
君
原
健
二
」。
ま
だ
ま
だ
組
織
力

も
未
熟
な
同
窓
会
で
す
が
、
少
し
で
も
母

校
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
の
発
展
に
尽
力同 窓 会 長

小 西  康 徳

新
生
久
美
浜
中
学
校
は
７
年
目
を
迎

え
、教
職
員
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て「
命
・

今
・
仲
間
を
大
切
に
し
、
当
た
り
前
の
こ

と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
学
校
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
が
将
来
の

こ
と
を
考
え
、
学
び
を
深
め
人
間
性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
覇

気
〜
久
美
中
を
創
る
の
は
キ
ミ
だ
〜
」
で

す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
学
習
、

部
活
動
、
学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動
等
に

積
極
的
に
参
加
し
、
物
事
に
挑
戦
し
た
り
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
生
徒

の
姿
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の

成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

久
美
浜
中
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
物
心
両
面
に
お
い
て
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
で
は
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
教
育
活
動
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
、「
久
美
浜
を
支
え
る

人
づ
く
り
」に
向
け
、久
美
浜
の
地
域
理
解
、

職
業
観
の
醸
成
等
を
ね
ら
い
と
し
た
体
験

活
動
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
久
美
浜
中
学
校
同

窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご  

挨  

拶

学 校 長
川戸 智司行

元久美浜中学校教員
－小説家－

瀬尾まいこさん
トークセッション
11月16日㊏　午後1時30分～（1時開場）

場所／久美浜中学校体育館
内容／瀬尾まいこさんと語ろう

主催：久美浜中学校同窓会　後援：久美浜中学校PTA

※同窓会では、第４回ふるさと講演会として計画、どなたでも参加できます。

５
月
29
日
、
令
和
元
年
度
理
事
会

を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
決
算
報
告

及
び
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
予
算

の
承
認
、
理
事
会
、
地
区
委
員
の
改

選
確
認
を
行
い
ま
し
た
。（
裏
面
に

掲
載
）

決
算
報
告
で
は
、
賛
助
金
の
取
組

の
報
告
が
さ
れ
、
当
面
同
窓
会
の
運

営
に
支
障
は
な
い
も
の
の
、
引
き
続

き
の
取
組
の
必
要
性
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
報
告
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
講
演
会
と
し
て
元
久
美
浜
町
長

の
吉
岡
光
義
氏
の
講
演
会
を
開
催
し

た
こ
と
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
補
助

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
末
、
年
々
減
少
す
る
財
源
に

対
応
す
る
た
め
賛
助
金
の
取
り
組
み

を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
各

「
賛
助
金
」ご
報
告
と
お
礼

理 

事 

会 

報 

告

30年度終身会費（＠1,000×81人）会　費 77,000 81,000 4,000
平成29年度より繰越金 946,368 946,368 0

項　目 予算額 決算額 増減額 摘　要

賛助金賛助金 1,000 495,000 494,000
貯金利息等雑収入 32 1,135 1,103

合　計 1,024,400 1,523,503 499,103

消耗品（インク、用紙等）事務費 20,000 20,000 0
会議費 10,000 10,000 0
項　目 予算額 決算額 増減額 摘　要

切手通信費 20,000 21,906 1,906

同窓会報発行　64,800円
学校行事支援
　懸垂幕　　  　　　0円
　遠征費補助　30,000円
記念講演謝礼　  7,300円
記念講演会チラシ  21,600円

事業費 165,000 123,700 △41,300

予備費 809,400 0 △809,400
合　計 1,024,400 175,606 △848,794

（単位：円）

（単位：円）

（支出の部）

収入 1,523,503円－支出 175,606円＝1,347,897円を次年度に繰り越し

（収入の部） 【平成30年度 久美浜中学校同窓会会計決算書】

■ 郵便振替口座
（振込手数料130円が必要です）

・口座記号番号
 「00910-2-274447」
・口座名称
 「京丹後市立久美浜
　 中学校同窓会」

通信欄に（〒）住所・氏名・
電話番号をご記入ください。

地
区
で
は
大
勢
の
方
々
に
呼
び
か
け

を
し
て
頂
き
、
短
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
49
万
5
千
円
の
心
温
ま
る
浄

財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
久
美
浜
中

学
校
を
思
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
お
気

持
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

同
窓
会
も
発
足
以
来
、
久
美
浜

中
学
校
発
足
記
念
誌
発
行
、
同
窓
会

会
報
の
発
行
、『
ふ
る
さ
と
講
演
会
』

の
開
催
な
ど
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
が

伸
び
伸
び
と
勉
学
に
勤
し
め
る
環
境

づ
く
り
に
精
一
杯
の
ご
協
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
、

勉
学
は
も
と
よ
り
ク
ラ
ブ
活
動
に
お

い
て
も
着
実
に
成
果
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
こ
の
取
組
を
す

す
め
て
い
き
た
く
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
同
窓
会
の
運
営
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ふるさと講演会

【瀬尾まいこ プロフィール】
大阪府生まれ。大谷女子大学国文科卒。
2001年『卵の緒』で坊っちゃん文学賞大賞を受賞し、作家デビュー。
2005年『幸福な食卓』で吉川英治文学新人賞を、
2009年『戸村飯店  青春 100連発』で坪田譲治文学賞を受賞する。
『僕らのごはんは明日で待っている』『あと少し、もう少し』『春、戻る』
など著書多数。
『そして、バトンは渡された』で「ブランチBOOK大賞 2018」受賞、「キ
ノベス2018」１位獲得、さらに「2019年第 16回本屋大賞」を受賞する。
2005年～2009年の５年間、久美浜中学校の国語教諭として赴任。
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本
年
は
、
本
屋
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
瀬
尾
ま
い

こ
さ
ん
が
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
息
子
が
中
学
校
に
在
籍
し
て

い
た
頃
着
任
さ
れ
て
い
て
、
陸
上
部
の
顧
問
も
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
の
小
説
に
は
陸
上
の
こ
と
、
中
学
校
生
活

の
こ
と
も
描
か
れ
て
お
り
、
勉
強
が
不
得
手
だ
っ

た
息
子
も
瀬
尾
先
生
の
本
を
読
破
し
国
語
が
大
好

き
に
な
り
、
今
社
会
人
と
し
て
働
け
て
い
る
の
も

瀬
尾
先
生
の
お
か
げ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
屋
大
賞
の
こ
と
も
一
番
に
知
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
出
会
い
が
人
を
つ
く
る
も
の
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。
現
在
の
中
学
生
も
素
敵
な
出

会
い
を
通
し
て
大
き
く
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。 ◆

編
集
後
記

　

久
美
浜
中
学
校

は
、
今
年
度
で
再

配
置
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
生
徒

も
日
々
様
々
な
取

組
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
１

学
期
、
２
学
期
の

大
変
、
大
き
な
取

組
だ
っ
た
合
唱
祭

と
体
育
祭
を
紹
介

し
ま
す
。

　

６
月
に
行
わ
れ

た
合
唱
祭
で
は
、

「
覇
気
〜
久
美
中
を

創
る
の
は
キ
ミ
だ

〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
全
校
７

ク
ラ
ス
が
、
そ
れ

ぞ
れ
課
題
曲
と
自

由
曲
の
合
唱
を
披
露
し
、
各
学
級
の

取
組
の
成
果
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏

や
迫
力
満
点
の
P
T
A
コ
ー
ラ
ス
も
、

素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
本
年
度

も
、
久
美
浜
学
園
の
各
小
学
校
の
６

年
生
に
も
参
観
し
て
も
ら
い
、
盛
り

上
が
っ
た
合
唱
祭
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
全
校
合
唱
「
か
え
ら
れ
な
い

も
の
」
も
、素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
、
体
育
館
全
体
が
一
体
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭

で
は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
が

縦
割
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、
赤
ブ
ロ
ッ
ク
と
黄
ブ

ロ
ッ
ク
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
３
年
生
が
１
、
２
年
生

を
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
導
き
、
ま

た
１
、
２
年
生
も
そ
れ
に
応
え
て
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
感
動
あ
る
体
育

祭
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
行
事
の
参
観
を
終
え
て
、
保
護

者
・
地
域
・
小
学
６
年
生
の
皆
様
か

ら
届
け
ら
れ
た
声
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。

【
合
唱
祭
】

○
聴
く
態
度
も
ス
テ
ー
ジ
上
の
態
度

も
ど
の
生
徒
も
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
気
持
ち
の
良
い
合
唱
祭
で
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
一
般
）

○
３
年
生
は
圧
巻
の
歌
声
で
し
た
。

挨
拶
も
工
夫
が
有
り
さ
す
が
３
年
生

と
思
い
ま
し
た
。
２
年
生
は
、
人
数

も
少
な
い
の
で
、
課
題
曲
、
自
由
曲

と
も
に
難
し
い
選
曲
だ
っ
た
の
で
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
良
く
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
１
年
生
は
、
入

学
し
て
２
カ
月
の
子
ど
も
達
と
は
思

え
な
い
ま
と
ま
り
と
し
っ
か
り
と
し

た
歌
声
で
し
た
。（
保
護
者
）

○
と
て
も
良
い
合
唱
祭
で
し
た
。
子

ど
も
達
の
声
も
良
く
出
て
い
て
素
晴

ら
し
い
歌
声
で
感
動
し
ま
し
た
。（
保

護
者
）

○
中
学
生
の
合
唱
は
、ク
ラ
ス
で
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
い
て
一
人
一
人
が
、

口
を
開
い
て
き
れ
い
な
声
で
歌
え
て

い
て
、
見
習
い
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。特
に
３
年
生
は
、歌
い
だ
し
か
ら
、

き
れ
い
に
ひ
び
い
て
い
た
の
で
凄

か
っ
た
で
す
。
全
ク
ラ
ス
、
聞
い
て

い
る
人
の
心
に
し
み
る
様
な
本
当
に

き
れ
い
な
歌
声
で
驚
き
ま
し
た
。
私

も
今
の
中
学
生
を
お
手
本
に
し
て
、

聞
い
て
い
る
人
の
心
に
し
み
る
合
唱

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
小
学
６
年

生
）

○
中
学
生
の
人
達
は
、
体
を
使
っ
て

歌
っ
て
い
た
の
で
す
ご
か
っ
た
で
す
。

全
校
合
唱
の
歌
も
き
れ
い
な
歌
声
で

歌
っ
て
い
て
、
私
も
来
年
は
こ
ん
な

風
に
歌
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
小

学
６
年
生
）

【
体
育
祭
】

○
暑
い
中
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
一
般
）

○
全
て
の
競
技
が
、
全
力
で
で
き
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
集
団
演
技
も
両

ブ
ロ
ッ
ク
と
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。（
保
護
者
）

顧
　
問
　
川
戸
智
司
行 （
学
校
長
）

　
〃
　
　
松 

田 

正 

夫 （
前
学
校
長
）

　
〃
　
　
高 

野 

光 

彦 （
元
学
校
長
）

　
〃
　
　
川 

端 

秀 

紀 （
P
T
A
会
長
）

会
　
長
　
小 

西 

康 

徳 （
佐
濃
）

副
会
長
　
瀬 

崎 

久 

男 （
神
野
）　

　
〃
　
　
松 

本 

哲 

朗 （
佐
濃
）

　
〃
　
　
月 

岡 

良 

子 （
二
区
）

理
　
事
　
井 

蓋 

啓 

一 （
一
区
）

　
〃
　
　
井 

藤 

和 

雄 （
一
区
）

　
〃
　
　
北 

垣 

博 

司 （
二
区
）

　
〃
　
　
野 

村 

政 

司 （
川
上
）

　
〃
　
　
西 

村 

直 

昭 （
川
上
）

　
〃
　
　
友 

松 

尚 

文 （
海
部
）

　
〃
　
　
小 

森 

庸 

央 （
海
部
）

　
〃
　
　
中 

野 

勝 

友 （
佐
濃
）

　
〃
　
　
岡 

田 

昌 

基 （
田
村
）

　
〃
　
　
岡 

　 

尚 

隆 （
田
村
）

　
〃
　
　
森 

口
　  

亨 （
神
野
）

　
〃
　
　
和 

田 

正 

人 （
湊
）

　
〃
　
　
岡 

野
　  

勝 （
湊
）

庶
　
務
　
室 

井 

良 

夫 （
学
校
）

　
〃
　
　
友 

松 

尚 

文 （
海
部
）

　
〃
　
　
井 

藤 

和 

雄 （
一
区
）

会
　
計
　
大 

石
　  

健 （
学
校
）

　
〃
　
　
岡 

　 

尚 

隆 （
田
村
）

監
　
事
　
上 

岡 

美 

行 （
二
区
）

　
〃
　
　
前 

田
　  

徹 （
田
村
）

◎
一
　
区

（
向
　
町
）　
中
島
　
　
毅

　
　
　
　
　
大
谷
　
信
之

（
十
　
楽
）　
西
津
　
　
武

　
　
　
　
　
中
川
　
清
介

（
仲
　
町
）　
村
上
　
貞
行

　
　
　
　
　
村
岡
　
義
孝

（
土
　
居
）　
原
　
寿
栄
雄

　
　
　
　
　
大
場
　
良
作

（
新
　
橋
）　
今
井
　
　
均

　
　
　
　
　
中
川
　
享
一

（
新
　
町
）　
安
田
　
耕
一

　
　
　
　
　
眞
柴
　
昌
典

（
栄
　
町
）　
黒
崎
　
　
勇

　
　
　
　
　
岡
保
　
史
雄

（
西
本
町
）　
小
谷
　
和
久

　
　
　
　
　
本
間
　
和
男

（
東
本
町
）　
池
田
　
正
博

　
　
　
　
　
増
田
　
光
男

◎
二
　
区

（
神
　
谷
）　
森
垣
　
洋
平

（
河
　
梨
）　
清
水
　
英
和

（
口
馬
地
）　
和
泉
　
　
薫

（
奥
馬
地
）　
村
野
　
二
郎

（
口
三
谷
）　
増
馬
　
孝
之

（
奥
三
谷
）　
和
田
　
省
三

（
甲
　
坂
）　
田
中
　
雅
彦

（
栃
　
谷
）　
安
達
　
　
純

◎
川
　
上

（
市
野
々
）　
田
中
　
康
弘

（
布
袋
野
）　
山
下
　
丈
夫

（
　
畑
　
）　
安
達
　
正
剛

（
金
　
谷
）　
山
添
　
善
明

（
市
　
場
）　
野
村
　
益
生

（
出
　
角
）　
松
田
修
二
郎

（
須
　
田
）　
嵯
峨
　
晴
史

（
新
　
庄
）　
山
添
　
勝
弘

◎
海
　
部

（
橋
　
爪
）　
多
田
　
　
誠

（
海
　
士
）　
西
⻆
　
宣
政

（
油
　
池
）　
小
國
　
　
茂

（
西
橋
爪
）　
西
下
　
誠
生

（
坂
　
井
）　
大
道
　
勇
夫

（
友
　
重
）　
野
村
　
公
成

（
品
　
田
）　
葉
賀
　
義
隆

（
新
　
谷
）　
田
中
　
正
弘

（
　
谷
　
）　
岡
田
　
啓
介

（
芦
　
原
）　
小
谷
　
　
秀

（
　
島
　
）　
竹
中
　
　
茂

◎
佐
　
濃

（
尉
ヶ
畑
）　
上
田
美
由
紀

（
奥
　
山
）　
岡
田
　
　
繁

（
二
　
俣
）　
岡
田
　
　
保

（
小
　
桑
）　
小
井
根
正
明

（
佐
野
甲
）　
松
田
　
泰
彦

（
佐
野
乙
）　
本
田
　
弘
樹

（
佐
野
丙
）　
中
野
芙
美
子

（
安
養
寺
）　
能
勢
　
　
誠

（
野
　
中
）　
柴
田
　
昭
人

（
　
郷
　
）　
山
形
　
　
誠

（
円
頓
寺
）　
野
村
　
　
誠

（
坂
　
谷
）　
野
村
　
照
司

（
長
　
野
）　
吉
岡
　
誠
彦

（
竹
　
藤
）　
中
村
　
啓
一

（
女
　
布
）　
越
江
　
康
代

（
丸
　
山
）　
西
垣
　
豊
和

（
永
　
留
）　
岡
田
　
高
夫

◎
田
　
村

（
一
　
分
）　
田
中
　
　
勝

（
大
　
井
）　
奥
田
　
敦
子

（
　
関
　
）　
中
川
　
正
敏

（
三
　
原
）　
池
田
　
俊
郎

（
三
　
分
）　
高
田
　
雅
晴

（
平
　
田
）　
能
勢
　
孝
一

◎
神
　
野

（
甲
　
山
）　
山
﨑
　
公
博

（
神
　
崎
）　
瀬
崎
　
圭
三

（
浦
　
明
）　
岸
本
　
輝
彦

（
長
　
柄
）　
大
谷
　
義
仁

（
鹿
　
野
）　
井
舎
　
正
信

◎ 

湊
（
葛
　
野
）　
安
川
　
静
男

（
湊
　
宮
）　
豊
嶋
　
和
彦

（
大
　
向
）　
井
澤
　
英
臣

（
　
旭
　
）　
仲
地
　
久
一

（
蒲
　
井
）　
浜
田
　
　
至

（
河
　
内
）　
福
田
　
武
司

（
任
期
／
平
成
31
年
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月
31
日
）

（
敬
称
略
）

同
窓
会
役
員
名
簿

同
窓
会
役
員
名
簿

▲吹奏楽部の演奏にききいる

▲ブロック対抗で取り組む台風の目▲開会式で高らかに選手宣誓

同
窓
会
地
区
委
員
名
簿

同
窓
会
地
区
委
員
名
簿
（
任
期
／
平
成
31
年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
令
和
4
年
3
月
31
日
）

学校だより


